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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　販売時点（ＰＯＳ）システムにおいて、前記ＰＯＳシステムのユーザインタフェースを
介して入力されたユーザインプットを検出するステップであって、前記ユーザインプット
が、消費者を指定して、前記消費者に関与する支払取引を開始する意向を示しているステ
ップと、
　前記ユーザインプットに応答して、前記支払取引に関係して生じる実際のカード読取イ
ベントなしに、カード読取イベントに関連する物理カードリーダの出力をエミュレートす
るデータを前記ＰＯＳシステムにおけるＰＯＳモジュールへと出力することにより、前記
ＰＯＳシステムにおける前記支払取引を開始するステップであって、物理カードリーダの
出力をエミュレートするデータを出力することが、カードリーダのアプリケーションプロ
グラミングインタフェース（ＡＰＩ）を呼び出すことを含んでいる、ステップと、
　前記取引が支払処理エンティティに承認された後に、前記ＰＯＳモジュールによって生
成されたレシートプリンタを作動させるための印刷信号を遮断することにより、前記取引
についての印刷されたレシートが生成されることを防止するステップであって、前記印刷
信号がレシートデータを含んでいるステップと、
　前記印刷信号に応答して、前記消費者のモバイルデバイスへと第２メッセージが送信さ
れるようにするために第１メッセージを前記ＰＯＳシステムから送信するステップであっ
て、前記第２メッセージは、前記モバイルデバイスが前記支払取引についての仮想レシー
トを前記消費者へと出力することを可能にするためのものであるステップと
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を含んでいる方法。
【請求項２】
　前記物理カードリーダの出力をエミュレートするデータを出力することが、カードリー
ダの出力をエミュレートするデータを前記カードリーダのプロトコル中にて前記ＰＯＳモ
ジュールへ送信することを含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記消費者のモバイルデバイスへと前記第２メッセージが送信されるようにすることが
、リモートエンティティに前記第２メッセージを前記消費者の前記モバイルデバイスへと
送信させるように、前記第１メッセージをネットワークを介して前記リモートエンティテ
ィに送信することを含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２メッセージが、前記仮想レシートを表すデータを包含している、請求項１に記
載の方法。
【請求項５】
　前記物理カードリーダの出力をエミュレートするデータを出力することが、前記消費者
の支払カードの支払アカウント識別子を前記ＰＯＳモジュールに提供することを含んでい
る、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記物理カードリーダの出力をエミュレートするデータを出力することが、前記消費者
に関与する前記支払取引にのみ使用するためのワンタイム使用のアカウント識別子を前記
ＰＯＳモジュールに提供することを含んでおり、前記ワンタイム使用のアカウント識別子
は、前記消費者の支払カードのアカウント識別子ではないが、前記ＰＯＳモジュールによ
り識別可能なアカウント識別子フォーマットにおけるものである、請求項１に記載の方法
。
【請求項７】
　前記レシートデータの意味的要素を識別するために前記印刷信号中の前記レシートデー
タを解析するステップをさらに含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　販売時点（ＰＯＳ）システムにて、ある人に関連する取引を開始する意向を示している
ユーザインプットを検出するステップと、
　前記ユーザインプットに応答して、前記人に関連するカードの読み取りを前記取引のた
めに生じる何らのカード読取イベントもなしにエミュレートすることにより、取引を開始
するステップであって、前記エミュレートすることが、カードリーダのアプリケーション
プログラミングインタフェース（ＡＰＩ）を呼び出すことと、物理カードリーダの出力を
エミュレートするデータを前記物理カードリーダのプロトコル中にて前記ＰＯＳシステム
で実行されているＰＯＳアプリケーションへ送信することと、を含んでいる、ステップと
を含んでいる方法。
【請求項９】
　前記取引が金融取引である、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記取引が支払取引である、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記取引が承認されたことを示す信号を検出するステップと、
　前記信号に応答して、前記取引の印刷された記録の生成を防止して、前記人のモバイル
デバイスが前記取引の仮想記録を前記人へと出力することを可能にするように前記モバイ
ルデバイスへとメッセージが送信されるようにするステップと
をさらに含んでいる、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記取引の印刷された記録の生成を防止することが、プリンタを作動させるための印刷
信号を遮断することを含んでおり、前記印刷信号が、前記プリンタにより印刷される前記
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取引の記録を可能にするためのデータを含んでいる、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　消費者に関与する支払取引を開始する意向を示しているユーザインプットを検出し、前
記ユーザインプットに応答して、前記支払取引のために生じる実際のカード読取イベント
なしに、前記支払取引のためのカード読取イベントをエミュレートするデータを出力する
ことによって前記支払取引を開始する、カードリーダエミュレータであって、前記カード
リーダエミュレータが、カードリーダのアプリケーションプログラミングインタフェース
（ＡＰＩ）を呼び出すことによって物理カードリーダの出力をエミュレートするように構
成されている、カードリーダエミュレータと、
　印刷信号が前記支払取引に関係してプリンタへと通信されることを防止することによっ
て前記支払取引についての印刷されたレシートの生成を防止し、前記消費者のモバイルデ
バイスが前記支払取引についての仮想レシートを出力することを可能にするように前記モ
バイルデバイスへとメッセージが送信されるようにする、レシートマネージャとを含んで
いる、装置。
【請求項１４】
　前記レシートマネージャが、前記印刷信号中のレシートデータの意味的要素を識別する
ために前記レシートデータを解析するように構成されている、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合され、前記プロセッサにより実行可能なＰＯＳモジュールを格納
しているメモリであって、前記ＰＯＳモジュールが、物理カードリーダからのカード読取
イベントより生じたカードデータを受信すること及び前記カード読取イベントに応答して
前記カードデータがネットワーク越しにリモート認可エンティティへと送信されるように
することを含んでいる支払取引を処理するように構成されている、メモリと、
　消費者を指定するユーザインプットを受信するために前記プロセッサに結合されたユー
ザインプットデバイスであって、前記ユーザインプットが前記消費者に関与する支払取引
を開始する意向を示している、ユーザインプットデバイスと、
　前記ユーザインプットを検出するように、及び、前記ユーザインプットに応答して、前
記支払取引のために生じる実際のカード読取イベントなしに支払取引のためのカード読取
イベントデータを前記ＰＯＳモジュールに出力することによって前記物理カードリーダを
エミュレートするように構成された、カード読取エミュレータ（ＣＲＥ）モジュールであ
って、前記ＣＲＥモジュールが、カードリーダのアプリケーションプログラミングインタ
フェース（ＡＰＩ）を呼び出すことにより、物理カードリーダの出力をエミュレートする
ように構成されている、ＣＲＥモジュールと
を含んでいる、販売時点（ＰＯＳ）システム。
【請求項１６】
　前記ＣＲＥモジュールが、さらに、印刷信号が前記支払取引に関係してプリンタへと通
信されることを防止することによって前記支払取引についての印刷されたレシートが生成
されることを防止するように構成されていると共に、前記消費者のモバイルデバイスへと
第２メッセージが送信されるようにするために第１メッセージを前記ＰＯＳシステムから
送信するように構成されており、前記第２メッセージは、前記モバイルデバイスが前記支
払取引についての仮想レシートを前記消費者へと出力することを可能にするためのもので
ある、請求項１５に記載のＰＯＳシステム。
【請求項１７】
　前記ＣＲＥモジュールが、リモートエンティティに前記第２メッセージを前記消費者の
前記モバイルデバイスへと送信させるように、前記第１メッセージをネットワークを介し
て前記リモートエンティティに送信することにより、前記消費者のモバイルデバイスへと
前記第２メッセージが送信されるようにするように構成されており、前記第２メッセージ
が、前記仮想レシートを表すデータを包含している、請求項１６に記載のＰＯＳシステム
。
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【請求項１８】
　前記ＣＲＥモジュールが、前記消費者に関与する前記支払取引にのみ使用するためのワ
ンタイム使用のアカウント識別子を前記ＰＯＳモジュールに提供することにより、前記物
理カードリーダの出力をエミュレートするように構成されており、前記ワンタイム使用の
アカウント識別子は、前記消費者の支払カードのアカウント識別子ではないが、前記ＰＯ
Ｓモジュールにより識別可能なアカウント識別子フォーマットにおけるものである、請求
項１５に記載のＰＯＳシステム。
【請求項１９】
　前記ＣＲＥモジュールが、さらに、前記印刷信号中のレシートデータの意味的要素を識
別するために前記レシートデータを解析するように構成されている、請求項１６に記載の
ＰＯＳシステム。
【請求項２０】
　前記ＣＲＥモジュールが、前記ＰＯＳモジュールのコンポーネントである、請求項１５
に記載のＰＯＳシステム。
【請求項２１】
　前記ＣＲＥモジュールが、前記ＰＯＳモジュールから論理的に分離されている、請求項
１５に記載のＰＯＳシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、２０１３年１２月２７日出願の米国仮出願第６１／９２１，３７４号の利益
を主張する。上記出願の内容は、その全てを参照することにより本明細書に組み込まれる
。
【０００２】
　本出願は、２０１４年２月２１日出願の米国特許出願第１４／１８７，０４９号につい
ての利益を主張する。上記出願の内容は、その全てを参照することにより本明細書に組み
込まれる。
【背景技術】
【０００３】
　レストランや他のフルサービス小売施設における、クレジットカードによる従来の支払
い方法は、非効率的で時間がかかる。例えば、顧客がレストランにてクレジットカードに
よる支払いを希望する際には、まずウェイターの注意を引いてから請求書を要求すること
により、支払いを行うのが一般的である。その際、顧客は数分の間、請求書を待つことに
なる。ウェイターが請求書を持ってきた後にも、顧客は、ウェイターが戻ってきて顧客の
クレジットカードを回収するのをさらに数分待つことになり、その後もウェイターが印刷
されたレシートを持って戻ってくるのをさらに数分待つことになる。顧客がレシートを待
っている間、ウェイターはクレジットカードを販売時点（ＰＯＳ）端末まで持っていき、
カードをカードリーダに通し、認可信号が戻ってきて紙のレシートが印刷されるのを待つ
。顧客は、印刷されたレシートをウェイターから受け取った際に、上乗せしたい分のチッ
プ（心付け）をレシートに書いてから、レシートにサインする。それから、ウェイターは
（通常は顧客が施設を立ち去った後に）サインされたレシートを回収して、（チップを含
む）取引の総額をＰＯＳシステムに入力する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　レストランを立ち去ろうと急いでいるかもしれない顧客から見て、他の顧客の応対に忙
しいかもしれないウェイターから見て、そして収益を保つためにサービス従業員に高い効
率を求めているかもしれないレストランのオーナーから見て、このプロセスは非常に時間
がかかり、とても非効率的である。
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【図面の簡単な説明】
【０００５】
　本発明の１つ以上の実施形態は、添付の図面の図中に例として示されているが、限定す
るものとして示されているものではない。これらの図では、類似の参照符号は、類似の要
素を示している。
【０００６】
【図１】図１は、本明細書で提示されるカードエミュレーション技術が実施可能な環境を
示す。
【図２Ａ】図２Ａは、マーチャントＰＯＳシステムの種々の実施形態を示す。
【図２Ｂ】図２Ｂは、マーチャントＰＯＳシステムの種々の実施形態を示す。
【図３】図３は、ＰＯＳシステムで使用されるカード読取エミュレータ（ＣＲＥ）モジュ
ールの例を示す。
【図４】図４は、第１の実施形態に係る、カードレス支払取引をセットアップ及び開始す
るための処理の例を示すフロー図である。
【図５】図５は、マーチャントＰＯＳシステムにより生成されたグラフィカルユーザイン
タフェース（ＧＵＩ）表示の例を示す。
【図６Ａ】図６Ａは、第１の実施形態に係る、カードレス支払取引において実行される操
作を示す。
【図６Ｂ】図６Ｂは、カード読取エミュレータ（ＣＲＥ）モジュールによって実行され得
る処理を示す。
【図７】図７は、第２の実施形態に係る、カードレス支払取引において実行される操作を
示す。
【図８】図８は、カードレス支払取引について、チップの指定に関連して実行される操作
を示す。
【図９】図９は、カードレス取引に関係する少なくともいくつかの動作を実施可能な処理
システムの例を示すハイレベルブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　本明細書における「実施形態」「一実施形態」等への参照は、記載された特定の特徴、
機能、構造又は特性が、本発明の少なくとも１つの実施形態に含まれていることを意味す
る。本明細書に見られるこのような語句は、必ずしも全てが同じ実施形態を参照するもの
ではない。一方、参照される実施形態もまた、必ずしも相互に排他的ではない。
【０００８】
　本明細書で提示される技術は、クレジットカードアカウントやデビットカードアカウン
トのような支払アカウントを使用することによって、より効率的な支払いを可能にする技
術である。本技術によれば、顧客が物理的な支払カード（例えば、クレジットカード又は
デビットカード）を携帯する必要がなくなり、支払カード取引を実行する際に物理的なカ
ードスワイプ（又は他の類似の物理カード読取イベント）を行う必要がなくなる。本技術
は、レストランのようなフルサービス小売施設に適用した場合に特に有利である。特に、
本技術は、顧客が実質的にマーチャントに自分の名前を告げるだけで支払を行える「ペイ
・バイ・ネーム（pay-by-name）」の枠組みを促進する。加えて、カード読取イベントを
エミュレートしてレシートプリンタの出力を遮断することにより、さらに以下に説明する
ように、本明細書で提示される本技術は、個々のＰＯＳベンダー独自のアプリケーション
プログラミングインターフェース（ＡＰＩ）に対応するためのカスタマイズされたソフト
ウェア又はハードウェアを必要とせずに、実質的に任意の従来のＰＯＳシステムに容易に
統合されることができる。
【０００９】
　以下の説明では、レストランの例は、本技術の種々の態様を説明するために、例示の目
的のみにおいて使用されている。しかしながら、本明細書で提示される本技術は、レスト
ランや他の特定の種類のビジネスへの適用には限定されないことに留意されたい。加えて



(6) JP 6475752 B2 2019.2.27

10

20

30

40

50

、本明細書で提示される本技術は、支払カードを用いた使用や、金融取引への使用にも限
定されない。本技術は、従来は物理カードリーダの使用により開始される又は物理カード
リーダの使用に関わることになっていた実質的に任意の取引に使用することができる。し
たがって、販売時点（ＰＯＳ）に含まれるような用語「販売」は、例えばリース又はレン
タルを含む任意のタイプの支払い指向取引を示し、実際の購入には限定されない。また、
本明細書では、用語「ユーザ」は、他に指示される場合を除き、また文脈から明らかなよ
うに、用語「ユーザインタフェース」が顧客により使用されるインタフェースを必ずしも
参照していないことを除き、概して（マーチャントとは対照的に）顧客を示していること
に留意されたい。
【００１０】
　所定の実施形態では、本明細書で提示される本技術は、以下により詳細に説明されるよ
うに、以下の一連の動作を含む。まず、顧客は、カードレス支払サービスに登録する。そ
の後に、顧客はマーチャントを訪れて、顧客の携帯デバイス（例えば、スマートフォンや
タブレットコンピュータ）上のモバイル支払アプリケーションを使用してマーチャントに
「チェックイン」する。このチェックインの動作は一連のメッセージ及び他の動作をトリ
ガし、該一連のメッセージ及び動作は、顧客の名前及び写真をマーチャントのＰＯＳ端末
の表示デバイス上に比較的すぐに現れるようにする。
【００１１】
　顧客は、支払いを行おうとする際に、（好ましくは、その広告された商号により該サー
ビスの名を挙げて）上記支払サービスによる支払いを希望する旨を、単にマーチャントに
伝える。マーチャントはその後、従来の方法でマーチャントのＰＯＳシステムにおけるチ
ケット又は「勘定（tab）」を締める。しかしながら、クレジットカードをマーチャント
のカードリーダを通してスワイプする時には、マーチャントＰＯＳ端末に表示された顧客
の名前や写真をウェイターが代わりに単にタップする。本明細書において、用語「スワイ
プ」は、磁気ストライプリーダ、スマートカードリーダー、光学式コードリーダ、無線周
波数識別（ＲＦＩＤ）リーダなどにカードを通すような、物理カードリーダをトリガして
物理的なカードを読み取る任意の方法をいう。
【００１２】
　マーチャントＰＯＳシステムにおけるカード読取エミュレータ（ＣＲＥ）モジュールは
、カードレス支払技術が実質的に任意の従来のＰＯＳシステムに容易に統合されることを
可能にする。このことは、物理カード読取イベントをエミュレートし、マーチャントＰＯ
Ｓシステムにおけるレシートプリンタの出力を遮断することによって行われる。より具体
的には、以下に詳細に説明されるように、ＣＲＥモジュールは、ＰＯＳシステムにおける
メインＰＯＳソフトウェアに仮想カードスワイプを送信することによって、マーチャント
がトリガしたインプットに応答する。取引が承認されると、ＣＲＥモジュールはまた、レ
シート印刷の遮断も行う。物理レシートを印刷する代わりに、ＣＲＥモジュールは、レシ
ートの仮想コピーが顧客の携帯デバイスに送信されるようにして、該携帯デバイスでは、
該レシートの仮想コピーがモバイル支払アプリケーションによって顧客に表示される。カ
ードレス取引に関連しない印刷操作については、ＣＲＥモジュールは、該印刷操作が影響
を受けずにプリンタへと渡されることを単に可能にする。
【００１３】
　その後に、顧客は、チップの額を自分のモバイルデバイス上のモバイル支払アプリケー
ションにインプットしてもよい。続いて、ＣＲＥモジュールは、それが「仮想マーチャン
トコピー」であるかのように、それらのＰＯＳ端末にチップを入力することをマーチャン
トに指示する。チップの額をインプットする他の方法及び開示の技術における変形はまた
、以下にも説明されている。
【００１４】
　さらに以下に説明されるように、ＣＲＥモジュールは、マーチャントＰＯＳ端末内に統
合されていてもよく、別個のデバイスであってもよい。ＣＲＣモジュールがＰＯＳ端末内
に統合されている場合、それはメインＰＯＳソフトウェアアプリケーションに一体の部分
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であってもよく、別個のアドオンソフトウェアアプリケーション又はハードウェアデバイ
スであってもよい。ＣＲＥモジュールは、マーチャントにより使用される物理カードリー
ダであって、支払取引に関係する実際のカードの読取イベントが発生していない物理カー
ドリーダのアウトプットをエミュレートする。このことは、マーチャントにより使用され
る特定のカードリーダに関連するＰＯＳシステムの（広く公表された）カードリーダＡＰ
Ｉを呼び出し、カードリーダにより使用されるアウトプットプロトコルにおいて、カード
リーダのアウトプットをエミュレートするデータをメインＰＯＳアプリケーションに送信
することによって行われる。カードリーダは、例えば、従来の磁気ストライプカードリー
ダ、スマートカード（集積回路（ＩＣ）カード）リーダ、バーコードリーダ、クイックレ
スポンス（ＱＲ）コードリーダ、ＲＦＩＤカードリーダ等であり得る。
【００１５】
　取引がリモート支払い処理エンティティによって承認された後、ＣＲＥモジュールは、
メインＰＯＳアプリケーション（カードレス取引に関連付けられていない印刷操作用。Ｃ
ＲＥモジュールは、それらの印刷操作がプリンタの影響を受けずにパスすることを単に許
可する）によって生成された印刷信号を遮断するように、ＰＯＳ端末の（広く公表された
）プリンタＡＰＩを使用することにより印刷レシートの生成を防止する。印刷信号に応答
して、ＣＲＥモジュールは、マーチャントＰＯＳシステムからカードレス支払サービスの
リモートコンピュータシステムへとメッセージが送信されるようにし、該リモートコンピ
ュータシステムは、モバイル支払アプリケーションに取引についての仮想レシートを表示
させるように、消費者のモバイルデバイスにメッセージを送信することによって応答する
。
【００１６】
　図１は、カードレス支払い技術を実施可能な環境を示す。該環境は、マーチャント１０
０のマーチャントＰＯＳシステムと、ユーザ１０１（「顧客」又は「消費者」とも称する
）のモバイルデバイス１０２とを含む。モバイルデバイス１０２は、例えば、スマートフ
ォン、タブレットコンピュータ、ノートブックコンピュータ又はモバイル処理デバイスの
任意の他の形態であり得る。モバイル支払アプリケーション１２０は、ユーザのモバイル
デバイス１０２上にて実行される。該環境はまた、マーチャントのアクワイアラのコンピ
ュータシステム１１４、発行銀行のコンピュータシステム１１８、カード支払ネットワー
クのコンピュータシステム１１６、及び支払サービスのコンピュータシステム１０８（以
下、「支払サービスシステム１０８」）を含む。各々の上記コンピュータシステムは、１
つ以上の別個の物理コンピュータ及び／又は他の処理デバイスを含むことができ、複数の
デバイスの場合には、１つ以上の有線及び／又は無線ネットワークを介して互いに接続さ
れ得る。全ての上記デバイスは、内部ネットワーク１０６を介して互いに接続されており
、該内部ネットワーク１０６は、インターネット及び１つ以上の無線ネットワーク（例え
ば、ＷｉＦｉネットワーク及び又はセルラ遠距離通信ネットワーク）であり得るか、それ
らを含み得る。
【００１７】
　図１に示される環境は、従来のクレジットカード取引（すなわち、マーチャントの位置
における顧客の物理カードの読み取りに関与するもの）と、本明細書に提示される本技術
に係るカードレス取引との両方に対応し得る。従来のクレジットカード取引では、例えば
、マーチャントは、ユーザのクレジットカードをＰＯＳシステム１０４におけるカードリ
ーダを通してスワイプする。ＰＯＳシステム１０４は、カードから読み取ったデータ（例
えば、カード所有者の名前、クレジットカード番号、有効期限、カード検証値（ＣＶＶ）
）を、マーチャントのアクワイアラのコンピュータシステム１１４（以下「アクワイアラ
１１４」）へと送信する。アクワイアラ１１４は、このデータを、カード支払ネットワー
ク（例えば、Visa又はMasterCard）のコンピュータシステム１１６（以下、「カード支払
ネットワーク１１６」）に送信し、カード支払ネットワーク１１６は、該データを発行銀
行のコンピュータシステム１１８（以下、「イシュア１１８」）に転送する。取引がイシ
ュア１１８によって承認された場合、支払い認可メッセージは、上述した経路とは逆の経
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路を経由してイシュア１１８からマーチャントＰＯＳシステム１０４へと送信される。
【００１８】
　カードレス支払サービスは、カードレス支払取引を促進するように支払サービスシステ
ム１０８を操作する。ユーザのモバイルデバイス１０２は、内部ネットワーク１０６越し
に支払サービスシステム１０８と通信し得る。支払サービスシステム１０８は、カードレ
ス支払サービスに登録されたユーザに関与する支払取引を処理するようにプログラムされ
た１つ以上のサーバコンピュータを含む。支払サービスシステム１０８はまた、登録され
たクレジットカード番号、デビットカード番号、銀行口座、ユーザアカウント、ユーザ識
別情報又はその他の機密情報などの情報を格納する。支払サービスシステム１０８はまた
、カードレス支払システムのアカウントを有するマーチャントについての情報をユーザの
モバイルデバイス１０２に送信することに関与する。
【００１９】
　図２Ａ及び図２Ｂは、マーチャントＰＯＳシステム１０４の別の実施形態を示す。なお
、本説明に関係のない所定のコンポーネントについては、示されていなくてもよいことに
注意されたい。まず図２Ａを参照すると、マーチャントＰＯＳシステム１０４は、メイン
ＰＯＳモジュール２０１及びディスプレイ２０２を含む。メインＰＯＳモジュール２０１
は、ソフトウェアアプリケーションであってもよく、例えば、メインＰＯＳアプリケーシ
ョン２０１であってもよい。本明細書では、説明を容易にするために、以後メインＰＯＳ
モジュール２０１をメインＰＯＳアプリケーション２０１と仮定する。あるいは、メイン
ＰＯＳモジュール２０１は、ハードウェアコンポーネント（ＰＯＳアプリケーション及び
／又は他のＰＯＳソフトウェアを含んでいてもよい）であり得る。ディスプレイ２０２は
、例えば、タッチスクリーンディスプレイ、又は、従来の非タッチディスプレイ（その場
合、マーチャントＰＯＳシステム１０４は、別個のキーボード又は他のインプットデバイ
スを含んでいると考えられる）であり得る。マーチャントＰＯＳシステム１０４はまた、
磁気ストライプカードリーダ又はスマートカードリーダーのようなカードリーダ２０４と
、取引レシートを印刷するためのレシートプリンタ２０５とを含んでいる。
【００２０】
　本明細書で提示される本技術によれば、ＰＯＳシステム１０４はまた、メインＰＯＳア
プリケーション２０１と通信するＣＲＥモジュール２０３を含んでいる。ＣＲＥモジュー
ル２０３はまた、ディスプレイ２０２と、直接又はメインＰＯＳアプリケーション２０１
を介して通信してもよい。ＣＲＥモジュール２０３は、ソフトウェア、ハードウェア又は
それらの組み合わせであり得る。図２Ａに示すように、ＣＲＥモジュール２０３は、メイ
ンＰＯＳモジュールから論理的に分離され得るが、該メインＰＯＳモジュールと「一緒に
」動作し得る。あるいは、ＣＲＥモジュール２０３は、図２Ｂに示すように、メインＰＯ
Ｓアプリケーション２０１に一体の部分であり得る。他の代替は、仮想ＵＳＢデバイスを
バインドすること、又は、マーチャントＰＯＳ端末とカードリーダ２０４及びプリンタ２
０５との間を接続する別個のハードウェアデバイスとしてＣＲＥモジュール２０３を実装
することを含んでいる。
【００２１】
　ＣＲＥモジュール２０３は、２つの主要な機能を有している。まず、ＣＲＥモジュール
２０３は、カードリーダに関連するプロトコル及びＡＰＩを使用することにより、メイン
ＰＯＳモジュールへのカード読取イベントをエミュレートする。次に、プリンタ２０５の
ＡＰＩを使用することにより、プリンタ２０５のためにメインＰＯＳアプリケーション２
０１によって生成された印刷信号を遮断し、仮想レシートがユーザのモバイルデバイス１
０２に送信させるようにするための一連の操作をトリガする。これらの機能は、ソフトウ
ェア又はハードウェアを個々のＰＯＳベンダー独自のＡＰＩに対応するようにカスタマイ
ズする必要なしに、顧客がカードレス取引においてクレジットカード又はデビットによる
支払いを行うことを可能にする。
【００２２】
　したがって、図３に示すように、所定の実施形態では、ＣＲＥモジュール２０３は、カ
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ードリーダエミュレータ３０１と、レシートマネージャ３０２とを含んでいる。カードリ
ーダエミュレータ３０１は、メインＰＯＳアプリケーション２０１へのカード読取イベン
トをエミュレートすることに関与する。受取マネージャ３０２は、メインＰＯＳアプリケ
ーション２０１により生成された印刷信号を遮断し、ユーザのモバイルデバイス１０２に
仮想レシートが送信されるようにするための一連の操作をトリガすることに関与する。ダ
イナミックリンクライブラリ（ＤＬＬ）インジェクションは、メインＰＯＳアプリケーシ
ョン２０１とＷｉｎｄｏｗｓ標準のＵＳＢ ＡＰＩ（例えば、磁気ストライプカードリー
ダのために使用される）及びプリンタＡＰＩとの間の通信を遮断及び修正するために使用
され得る。
【００２３】
　なお、所定のＰＯＳシステムは、磁気ストライプリーダの代わりにカード処理端末と統
合されることがあることに留意されたい。これらの例では、ＣＲＥモジュール２０３は、
カード処理端末を単にエミュレートし得る。
【００２４】
　ユーザとマーチャントとの間のカードレス取引が実行可能になる前に、モバイル支払ア
プリケーション１２０が（例えば、オンラインアプリケーションストアを介して）ユーザ
のモバイルデバイス１０２上にインストールされ、ＣＲＥモジュール２０３がマーチャン
トのＰＯＳシステム１０４上にインストールされる。加えて、ユーザには、支払サービス
システム１０８のユーザアカウントを作成することが求められる。このことは、ユーザが
、モバイルデバイス１０２からモバイル支払アプリケーション１２０又はモバイルＷｅｂ
ブラウザを使用することによって、又は、従来のＷｅｂブラウザを備えたホームコンピュ
ータなどの別の処理デバイスを使用することによって、行うことができる。
【００２５】
　所定の実施形態では、ユーザは、名前、アカウントパスワード及び連絡先情報（例えば
、電子メールアドレス）を入力する。カードレス支払取引が実行可能になる前に、ユーザ
はまた、取引を行うのに十分な金融アカウント情報を支払サービスシステム１０８に入力
する。例えば、クレジットカードアカウントの場合には、ユーザは、クレジットカード発
行会社、クレジットカード番号及び有効期限を支払サービスシステム１０８に入力し得る
。また、ＣＶＶ及びメールアドレスが要求されることもある。しかしながら、金融アカウ
ントはまた、デビットカードやプリペイドカード、又は他の第三者金融アカウントに関連
付けされ得る。
【００２６】
　いくつかの実施形態では、支払サービスは、カードレス取引が許可される前に、ユーザ
の写真のような追加の個人識別情報をユーザが提供することを要求する。このユーザの写
真は、マーチャントの位置でマーチャントがその写真とその人とを比較できるように、（
例えば、ＣＲＥモジュール２０３を介して）後ほどマーチャントに提供されることになる
。加えて、支払サービスは、ユーザによって入力される個人識別番号（ＰＩＮ）を要求し
得る。他の要求もまた、セキュリティを高めるために追加され得る。ユーザのアカウント
に関連するデータは、支払サービスシステム１０８のデータベース（図示せず）に格納さ
れ得る。
【００２７】
　稼働中において、ユーザは、モバイル支払アプリケーション１２０がインストールされ
たモバイルデバイス１０２を携帯しており、マーチャントは、上述のようにＰＯＳシステ
ム１０４を使用している。モバイル支払アプリケーション１２０、ＣＲＥモジュール２０
３、支払サービス１０８及びメインＰＯＳアプリケーション２０１は、ユーザのカードレ
ス取引による支払いを可能にするように相互作用する。このことは、ユーザのモバイルデ
バイス１０２とマーチャントとの間の相対的な位置を決定することにより、部分的には達
成される。このシステムは、ユーザのモバイルデバイス１０２の現在位置を比較的高い精
度で決定する能力を含む。例えば、モバイルデバイス１０２は、全地球測位システム（Ｇ
ＰＳ）レシーバのような内部地理位置情報デバイス有していてもよい。あるいは、モバイ
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ルデバイス１０２の位置は、無線ネットワークによって決定されてもよく、例えば、無線
周波数（ＲＦ）信号三角測量又は他の既知の技術を用いることにより決定されてもよい。
マーチャントの位置は、周知されていて、支払サービスシステム１０８内に予め格納され
ているものと仮定される。
【００２８】
　カードレス支払サービスは、距離、例えばマーチャントの位置からの半径距離（例えば
、５００フィート）を予め決定することができ、それによって、モバイルデバイス１０２
が所与のマーチャントから当該距離以内にあって、そのマーチャントにチェックインして
いる場合において、上記システムは、ユーザが実際にマーチャントにいることを推定する
ことができる。ユーザがマーチャントから所定の距離以内に位置している場合には、ユー
ザはモバイル支払アプリケーション１２０を使用することによりマーチャントに「チェッ
クイン」することが許可される。このことは、例えば、ユーザがモバイルデバイス１０２
のディスプレイ上のシンプルな「チェックイン」ボタン又はそれに類するものを押すこと
によって、行うことができる。チェックイン機能は、その特定のマーチャントとカードレ
ス取引を実行するためのユーザの同意を示すものと考えることができ、マーチャントへの
「後払い（open a tab）」を効果的に行うことができる。あるいは、モバイル支払アプリ
ケーション１２０は、ユーザがマーチャントとの予め決定された距離以内にいる際に、ユ
ーザを自動的にチェックインさせるように構成されていてもよい。一方、モバイルデバイ
ス１０２が特定のマーチャントから予め決定された距離より遠くに位置している場合、ユ
ーザはそのマーチャントにチェックインすることが許可されない。その場合、ユーザデバ
イス１０２は、チェックインするにはマーチャントから遠すぎることをユーザに示すこと
になる。
【００２９】
　図４は、本明細書で提示される本技術の実施形態に係る、カードレス支払取引をセット
アップ及び開始する処理の例を示す。該処理は、ユーザのモバイルデバイス１０２、支払
サービスシステム１０８及びマーチャントＰＯＳシステム１０４との間の関係に関する。
支払サービスシステム１０８は、モバイルデバイス１０２及びマーチャントＰＯＳシステ
ム１０４との通信を送受信するように構成され得る。該通信は、モバイルデバイス１０２
、支払サービスシステム１０８及びマーチャントＰＯＳシステム１０４に組み込まれてい
るセキュアなプロトコルを使用して暗号化され得る。いくつかの実施形態では、該処理は
、モバイルデバイス１０２上にインストールされたモバイル支払アプリケーション１２０
及びマーチャントＰＯＳシステム１０４上にインストールされたＣＲＥモジュール２０３
を通じて実施される。
【００３０】
　まず、ユーザは、カードレス支払取引を行うことが可能なマーチャントを識別するため
に、モバイルデバイス１０２にリクエストをインプットする。該リクエストは、例えばユ
ーザがモバイルデバイス１０２上のモバイル支払アプリケーション１２０を開いた際に、
自動的に送信されてもよい。モバイルデバイス１０２は、内部ネットワーク１０６を介し
て支払サービスシステム１０８に該リクエストを送信する。該リクエストは、モバイルデ
バイス１０２の位置情報を伴っていてもよく、該位置情報は、例えば、モバイルデバイス
１０２によって決定される。支払サービスシステム１０８は該リクエストを受信して、顧
客からの位置情報及び格納されたマーチャントの位置情報に基づき１つ以上のマーチャン
トを選択する。マーチャント及びマーチャントの位置情報の識別情報は、モバイルデバイ
ス１０２に送信される。
【００３１】
　いくつかの実施形態では、ユーザは、ユーザのモバイルデバイス１０２上で実行されて
いるモバイル支払アプリケーション１２０と対話することにより、マーチャントにチェッ
クインする（ステップ４０２）。ユーザがチェックインした際、マーチャント及びマーチ
ャントの位置情報の識別情報がモバイルデバイス１０２に送信される。モバイルデバイス
１０２は、マーチャントから予め決定された距離以内にあるかどうかを決定する（ステッ
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プ４０４）。モバイルデバイス１０２がマーチャントの現在位置を知らない場合、又は、
マーチャントが最近自身の位置情報を更新していた場合、マーチャントの位置がモバイル
デバイス１０２へとプッシュ又はプルされ得る。あるいは、ユーザが位置情報の共有にオ
プトインしている場合、モバイルデバイス１０２の位置情報が支払サービスシステム１０
８に提供され得る。ここで、支払サービスシステム１０８は、マーチャントとモバイルデ
バイス１０２との間の３０の距離を決定する。
【００３２】
　上述のように、ユーザのモバイルデバイス１０２が予め決定された距離（例えば、５０
０フィート）以内にないとモバイルデバイス１０２が判断した場合、モバイルデバイス１
０２は、ユーザをチェックインさせることができない旨を示すメッセージを表示する（ス
テップ４０８）。その場合には、マーチャントは、カードレス支払取引を用いてユーザの
金融アカウントに請求をすることはできない。一方、モバイルデバイス１０２が予め決定
された距離以内にある場合には、モバイルデバイス１０２は、支払サービスシステム１０
８に近いことを示す指標を送信する（ステップ４０６）。
【００３３】
　支払サービスシステム１０８は、この近いことを示す指標を受信した後に、モバイルデ
バイス１０２の存在を示す指標及び個人識別情報をマーチャントＰＯＳシステム１０４に
送信する（ステップ４１０）。いくつかの実施形態では、マーチャントＰＯＳシステム１
０４に送信される個人識別情報は、ユーザの名前、写真及び金融アカウント番号（例えば
、クレジットカード番号又はデビットカード番号）を含む。金融アカウント番号は、ＣＲ
Ｅモジュール２０３によってのみ復号され得るように暗号化されてもよく、それにより、
該金融アカウント番号がＰＯＳシステムによって表示されることや、別の方法でもマーチ
ャントによってアクセスされることが不可能となる。
【００３４】
　この情報を受信すると、マーチャントＰＯＳシステム１０４は、該システム１０４のデ
ィスプレイ２０２上のグラフィカルユーザインタフェース（ＧＵＩ）上に、勘定（tab）
（顧客が発注した品目のリスト）を表示して（ステップ４１２）、ユーザの識別情報（例
えば、名前及び写真）を表示する（ステップ４１４）。そのようなＧＵＩの例を図５に示
す。図示の例では、ディスプレイの右側部分５０１は、カードレス支払サービスを介して
マーチャントにチェックインしている顧客ごとに別々のサブセクション５０２を含んでい
る顧客勘定セクションである。顧客勘定セクション５０１は、例えば、ＣＲＥモジュール
２０３によって、又は他のマーチャント側ＰＯＳソフトウェアによって、生成され得る。
各顧客が支払う必要のある金額は、ディスプレイ上におけるその顧客に対応するサブセク
ション５０２に表示され得る。
【００３５】
　ＧＵＩの左側部分５０３は、メインＰＯＳアプリケーション２０１によって生成され、
例えば、注文／購入され得る品目の名前及び画像並びにそれらの価格を含んでいる。他の
実施形態では、ＣＲＥモジュール２０３によって表示されるユーザ情報が、メインＰＯＳ
アプリケーション２０１とは完全に別のウィンドウ内に提供され得る。したがって、いく
つかの実施形態では、ＧＵＩを介して、マーチャントは顧客が購入することをリクエスト
した品目を選択し得る。ＧＵＩは、マーチャントの品目のそれぞれに個別の価格を関連付
けるように構成され得ると共に、顧客が支払う必要のある総取引金額を自動的に合計し得
る。
【００３６】
　いくつかの実施形態では、カードレス支払サービスに登録されている顧客がマーチャン
トにチェックインした際に、顧客勘定セクション５０２の表示が自動的にトリガされても
よい。あるいは、該表示は、メインＰＯＳアプリケーション２０１により生成されたＧＵ
Ｉ上のソフトボタンによってトリガされてもよい。このようなソフトボタンは、ＣＲＥモ
ジュール２０３によって生成されてもよく、カードレス支払サービスに登録されている顧
客がマーチャントにチェックインした際に、自動的に見た目を変更してもよい。
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【００３７】
　さらに別の実施形態では、ハードウェアボタン又は他の類似の物理コントロールが、マ
ーチャントＰＯＳ端末に（例えば、ＵＳＢポート又は他の従来のインタフェースを介して
）外部接続してＣＲＥモジュール２０３と通信を行うことにより顧客勘定セクション５０
２の表示をトリガする別のハードウェアモジュール（図示せず）上に提供される。該別の
ハードウェアモジュールは、ＵＳＢキーボードをエミュレートして、マーチャントのＰＯ
Ｓシステム１０４に上述したような所望の状態を入力させるキーの組み合わせを生成し得
る。このアプローチの拡張では、ハードウェアモジュールはまた、ＣＲＥモジュール２０
３を含むストレージデバイス（例えば、ＵＳＢフラッシュドライブ）を含み得る。該別の
ハードウェアモジュール上のボタン又は他のコントロールが作動することにより、顧客が
マーチャントにチェックインする際に、ＰＯＳシステム１０４のディスプレイ上に通知が
表示され得る、及び／又は、ボタンが点灯し得る。
【００３８】
　顧客（ユーザ）は、自身の勘定の支払いを、マーチャントに口頭で知らせることによっ
て認可し得る。例えば、ジョン・スミスという名前のユーザは、単に「ジョン・スミスで
支払います」とマーチャントに伝えることができる。ユーザが勘定の支払いを認可する前
又は後に、マーチャントは、例えば、マーチャントＰＯＳシステム１０４上に表示されて
いる写真が、そこにいるユーザ本人と一致することを確認することにより、ユーザが本人
であることを検証する（ステップ４１６）。写真が一致していると仮定すると、続いてマ
ーチャントは、顧客が支払いを行おうとした際に、（例えば、ＧＵＩ上の対応するセクシ
ョン５０１をタップすることにより）ユーザの勘定を選択し、それによってカードレス支
払取引をトリガする（ステップ４１８）。
【００３９】
　一実施形態では、カードレス支払取引は、図６に示すように、以下の操作を伴う。マー
チャントがカードレス支払取引をトリガするためのユーザインプット６０１を提供するこ
とに応答して、ＣＲＥモジュール２０３は、メインＰＯＳアプリケーション２０１に消費
者に関連するカード読取イベントデータ６０２を送信することにより、カードリーダをエ
ミュレートする。カード読取イベントデータ６０２は、実際のカード読取イベントが起こ
っていなくても、メインＰＯＳアプリケーション２０１には、カード読取イベントの結果
生じるデータのように見える。ＣＲＥモジュール２０３は、メインＰＯＳアプリケーショ
ンのカードリーダのＡＰＩを呼び出してカードリーダ２０４のアウトプットプロトコルに
おいてデータを送信することにより、このことを行う。図４と一致する実施形態では、Ｃ
ＲＥモジュール２０３は、顧客がマーチャントにチェックインした際に、事前に支払サー
ビスシステム１０８から顧客の実際のカード支払アカウント番号（例えば、クレジットカ
ード番号）を受け取っている。したがって、そのアカウント番号だけでなく、消費者の名
前、カード有効期限及びＣＶＶも、カードリーダ２０４のプロトコルにおいて、ＣＲＥモ
ジュール２０３によりメインＰＯＳアプリケーション２０１に提供されている。さらに以
下に説明される別の実施形態では、ＣＲＥモジュール２０３又は支払サービスシステム１
０８は、その取引のためのワンタイム使用の支払カード番号を生成し、その支払いカード
番号を、消費者の実際のクレジットカード番号の代わりに、メインＰＯＳアプリケーショ
ン２０１へと渡す。ＣＲＥモジュール２０３は、シミュレートされたカードスワイプをメ
インＰＯＳアプリケーション２０１に送り込むことを可能にすることのみが必要とされる
ため、カードリーダのプロトコル全体の実装は必要ではない。一実施形態では、ＣＲＥモ
ジュール２０３は、カードスワイプをエミュレートする目的で、マーチャントのアクワイ
アラのためのＤＵＫＰＴ（派生ユニークキーごとの取引）キーを用いてプログラムされる
。カードリーダ２０４のＡＰＩにより要求された場合には、顧客に関連する他のデータも
また提供されてもよい。
【００４０】
　メインＰＯＳアプリケーション２０１は、ＣＲＥモジュール２０３からカードの読取イ
ベントデータ６０２を受信すると、該カード読取イベントデータを標準の支払認可リクエ
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スト６０３に含めて送信し、標準支払認可リクエスト６０３は、イシュア１１８に転送さ
れる。実際には、支払認可リクエスト６０３は、まずはマーチャントのアクワイアラ１１
４に実際に送信されてもよく、該支払認可リクエスト６０３は、カード支払ネットワーク
１１６に該リクエストを転送するか、対応する新たなリクエストを送信し、続いて、該カ
ード支払ネットワーク１１６は、イシュア１１８に該リクエストを転送するか、対応する
新たなリクエストを送信する。しかしながら、これらの中間の通信は、説明を単純にする
ため、図６からは省略されている。
【００４１】
　取引がイシュア１１８によって承認されている場合、イシュア１１８は、上記とは逆の
通信経路を用いて、標準の支払認可（承認）メッセージ６０４をマーチャントのメインＰ
ＯＳアプリケーション２０１へと返信する。メインＰＯＳアプリケーション２０１は、マ
ーチャントのＰＯＳシステム１０４のローカルレシートプリンタ２０５のための印刷メッ
セージ６０５を生成することにより、該支払認可メッセージに応答する。しかしながら、
ＣＲＥモジュール２０３は、メインＰＯＳアプリケーション２０１のプリンタＡＰＩへア
クセスすることにより、印刷信号がプリンタ２０５に達し得る前に該印刷信号を遮断する
。該印刷信号の検出に応答して、ＣＲＥモジュール２０３はまた、支払認可メッセージが
受信されたことを示すメッセージ６０６を（内部ネットワーク１０６を介して）支払サー
ビスシステム１０８に送信する。支払サービスシステム１０８は、取引についての仮想レ
シートを含むメッセージ６０７をユーザのモバイルデバイス１０２に送信することによっ
て応答する。続いて、モバイルデバイス１０２上のモバイル支払アプリケーション１２０
は、仮想レシートをユーザに表示する。仮想レシートは、請求額、消費者の名前、取引の
日時などを含む、カード取引の印刷されるレシートに含まれることになる全ての情報を含
み得る。その後、ユーザは、任意にチップの額をインプットし得る。この処理においてチ
ップを取り扱う別の方法は、さらに以下に検討される。
【００４２】
　所定の実施形態では、支払サービスシステム１０８は、処理された取引が正常か否かを
判断するため、モバイル支払アプリケーション１２０に仮想レシートを送信する前にレシ
ートデータを解析する。支払サービスシステム１０８はまた、取引総額及び顧客が注文し
た品目を含む様々な意味的要素を識別するため、レシートデータを解析し得る。したがっ
て、そのような実施形態では、支払サービスシステム１０８がモバイルデバイス１０２に
送信する仮想レシートはまた、これらの要素の内訳を含んでおり、この内訳はユーザに表
示され得る。あるいは、該解析は、ＣＲＥモジュール２０３によって行われ得る。
【００４３】
　なお、ほとんどのＰＯＳシステムは、それらの支払カード取引データを格納するために
、SybaseやMicrosoft SQL Serverのような関係データベースを使用することに注意された
い。支払サービスシステム１０８は、上述のようにレシートを解析することにより、全て
ではなくともほとんどの実質的な取引データを捕捉することができる。それでもなお、支
払サービスシステム１０８のデータベースとマーチャントのＰＯＳデータベースとを同期
することが望ましいと思われる。他の利点のなかには、支払サービス１０８がマーチャン
トのためのバックアップストレージを提供できるようになることが挙げられる。
【００４４】
　図６Ｂは、上述の実施形態においてＣＲＥモジュール２０３によって実行可能な処理の
例を示す図である。該処理は、ＣＲＥモジュール２０３が、チェックインした顧客を指定
して該顧客に関与する支払取引を開始する意向を示すユーザインプットを検出した際に開
始する（ステップ６２２）。ユーザインプットに応答して、ＣＲＥモジュール２０３は、
支払取引に関係して生じる実際のカード読取イベントなしに、カードリーダ２０４の出力
をエミュレートするデータをメインＰＯＳアプリケーション２０１へと出力することによ
り、支払取引を開始する（ステップ６２４）。該取引が支払処理エンティティ（例えば、
イシュア１１８）に承認された後、ＣＲＥモジュール２０３が支払取引を生成するための
メインＰＯＳモジュール２０１により生成された印刷信号を検出した際に（ステップ６２
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６）、ＣＲＥモジュール２０３は、該印刷信号を遮断することにより印刷されたレシート
が生成されることを防止する（ステップ６２８）。該印刷信号は、レシートがレシートプ
リンタ２０５によって印刷されることを可能にするためのレシートデータを含む。該印刷
信号に応答して、ＣＲＥモジュール２０３は、レシートデータの少なくとも一部を含む第
１メッセージを支払サービスシステム１０８に送信し（ステップ６３０）、それにより支
払サービスシステム１０８に第２のメッセージを顧客のモバイルデバイス１０２へと送信
させる。該第２メッセージは、モバイルデバイス１０２が該支払取引についての仮想レシ
ートを消費者へと出力することを可能にする。
【００４５】
　上述の実施形態では、ＣＲＥモジュール２０３は、取引が開始された際に、支払サービ
スシステム１０８からユーザの実際の支払カード番号を受信して、メインＰＯＳアプリケ
ーション２０１にその番号を渡す。しかしながら、別の実施形態では、カードレス支払サ
ービスは、該取引のためのワンタイム使用の支払カード番号を生成し、上記のように、該
支払カード番号を、消費者の実際のクレジットカード番号の代わりにメインＰＯＳアプリ
ケーション２０１に渡す。該ワンタイム使用のカード番号は、マーチャントにチェックイ
ンするユーザに応答して、支払サービスシステム１０８により、又はＣＲＥモジュール２
０３により生成され得る。この実施形態では、支払サービスシステム１０８を操作する支
払サービスは、マーチャントの観点から、実質的にクレジットカードのイシュアとして機
能する。マーチャントＰＯＳシステム１０４は、該ワンタイム使用のクレジットカード番
号に請求を行い、その後、支払サービスは、支払サービスシステム１０８に格納されてい
る消費者の実際のクレジットカード番号に請求を行う。本実施形態における初期セットア
ップ処理は、ステップ４１０において、支払サービスシステム１０８が消費者の実際のク
レジットカード番号を送信する代わりにマーチャントＰＯＳシステム１０４にワンタイム
使用の支払アカウント番号を送信することを除き、図４のものと実質的に同一であり得る
。ワンタイム使用のアカウント番号は、マーチャントＰＯＳシステム１０４が認識可能な
フォーマット、例えば、標準的なクレジットカード又はデビットカードのフォーマットを
有している。
【００４６】
　ワンタイム使用の支払いアカウント番号を使用するカードレス取引は、図７に示すよう
に、以下の操作を伴い得る。マーチャント１００がカードレス支払取引をトリガするよう
にユーザインプット７０１を提供することに応答して、ＣＲＥモジュール２０３は、メイ
ンＰＯＳアプリケーション２０１へと消費者に関連するデータ７０２を送信することによ
り、カードリーダ２０４をエミュレートする。該データ７０２は、実際のカード読取イベ
ントが生じていなくても、メインＰＯＳアプリケーション２０１には、カード読取イベン
トに関連するように見える。このことは、上述のような方法で行われ得る。ワンタイム使
用の支払アカウント番号だけでなく、消費者の名前、アカウント有効期限及びＣＶＶも、
カードリーダのプロトコルにおいて、ＣＲＥモジュール２０３によりメインＰＯＳアプリ
ケーション２０１に提供される。該カードリーダのＡＰＩによって要求される場合には、
関連する他のデータもまた提供されてもよい。
【００４７】
　メインＰＯＳアプリケーション２０１は、ＣＲＥモジュール２０３からカードの読取イ
ベントデータ７０２を受信すると、該カード読取イベントデータを標準の支払認可リクエ
スト７０３に含めて送信し、本実施形態では、標準支払認可リクエスト７０３は、イシュ
アを表す支払サービスシステム１０８に転送される。実際には、支払認可リクエスト７０
３は、まずはマーチャントのアクワイアラ１１４に実際に送信されてもよく、該支払認可
リクエスト７０３は、カード支払ネットワーク１１６に該リクエストを転送するか、対応
する新たなリクエストを送信し、続いて、該カード支払ネットワーク１１６は、支払サー
ビスシステム１０８に該リクエストを転送するか、支払サービスシステム１０８へと対応
する新たなリクエストを生成する。しかしながら、これらの中間の通信は、説明を単純に
するため、図７からは省略されている。
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【００４８】
　取引が支払サービスシステム１０８によって承認されている場合、支払サービスシステ
ム１０８は、上記とは逆の通信経路を用いて、標準の支払認可（承認）メッセージ７０４
をマーチャントのメインＰＯＳアプリケーション２０１へと返信する。メインＰＯＳアプ
リケーション２０１は、マーチャントのＰＯＳシステム１０４のローカルレシートプリン
タ２０５のための印刷信号７０５を生成することにより、支払認可メッセージ７０４に応
答する。しかしながら、ＣＲＥモジュール２０３は、上述のように、印刷信号７０５を遮
断して、印刷信号７０５がプリンタ２０５に達することを防止する。本実施形態では、支
払サービスシステム１０８は、取引が承認されることを既に知っているため、仮想レシー
トを送信する前にＣＲＥモジュール２０３から信号を受信する必要がない。したがって、
支払サービスシステム１０８が支払認可信号７０４を送信するのとほぼ同時に、又はその
後すぐに、支払サービスシステム１０８は、取引についての仮想レシートを含むメッセー
ジ７０６を顧客のモバイルデバイス１０２に送信する。続いて、顧客のモバイルデバイス
１０２上のモバイル支払アプリケーション１２０は、仮想レシートをユーザに表示する。
【００４９】
　その後、支払システム１０８は、支払リクエスト７０７を顧客の実際の支払カードのイ
シュア１１８に送信する。実際の支払カードの情報は、顧客がカードレス支払サービスに
登録した際に、事前に支払サービスシステム１０８によって受信及び格納されている。続
いて、支払サービスシステム１０８は、イシュア１１８から支払７０８を受信する。
【００５０】
　本明細書で提示される本技術はまた、顧客がマーチャント（例えば、ウェイター）にチ
ップを渡すことを可能にする。このことを達成する様々な方法が存在する。一つのアプロ
ーチでは、図８に示すように、仮想レシートがモバイルデバイス１０２によって顧客１０
１に表示されている際に、顧客は、モバイルデバイス１０２上で実行されているモバイル
支払アプリケーション１２０により、チップの額をインプットすることを促される（８０
１）。それにより、顧客は、チップの額をモバイル支払アプリケーション１２０にインプ
ットする（８０２）。次に、モバイル支払アプリケーション１２０は、チップの額を含む
メッセージ８０３を支払サービスシステム１０８に送信する。続いて、支払サービスシス
テム１０８は、チップの額を示すメッセージ８０４をマーチャントＰＯＳシステム１０４
におけるＣＲＥモジュール２０３に送信する。そして、ＣＲＥモジュール２０３は、チッ
プの額を該マーチャントＰＯＳシステムのディスプレイ上に表示するように、マーチャン
トＰＯＳシステム１０４の表示をトリガする（８０５）。マーチャント１００は、表示さ
れたチップの額を見た後、従来の方法で総取引額（例えば、請求額＋チップ）をメインＰ
ＯＳアプリケーション２０１にインプットする（８０６）。その後、メインＰＯＳアプリ
ケーション２０１は、従来の取引捕捉処理に応じて取引を処理する（８０７）。
【００５１】
　別のアプローチでは、チップの額をメインＰＯＳアプリケーション２０１に上書きコピ
ーすることをマーチャントに要求するのではなく、ＣＲＥモジュール２０３は、メインＰ
ＯＳアプリケーション２０１へのユーザインプットのシーケンス（例えば、タッチスクリ
ーン又はキーパッド押下のシーケンス）をシミュレートし、それによってメインＰＯＳア
プリケーション２０１にチップの額（又は総取引額）をインプットするための適切な状態
を入力させ、その後、当該額をメインＰＯＳアプリケーション２０１にインプットするた
めの適切なユーザインプットシーケンスをシミュレートする。例えば、ＣＲＥモジュール
２０３は、該チップの額をメインＰＯＳアプリケーション２０１に通信するためにＰＯＳ
システムのインプットデバイス（例えば、タッチスクリーン又はキーボード／キーパッド
）のＡＰＩを呼び出すことができ、それによって、該チップの額がＰＯＳアプリケーショ
ン２０１には人間のユーザによってインプットされたように見えるようする。
【００５２】
　さらに別のアプローチでは、ウェイターは、支払サービスシステム１０８にマーチャン
ト（場合により、マーチャントの従業員でもよい）として事前に登録し、日々の出勤時に
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ＧＵＩを介してＣＲＥモジュール２０３に本人確認させる。カードレス支払取引が上述の
ように認可された後、ＣＲＥモジュール２０３は、どのウェイターがチップを受け取るべ
きかを尋ねるプロンプトをディスプレイに出力させる。ウェイターは、ディスプレイ上の
自分の名前をタップする。続いて、ＣＲＥモジュール２０３は、この選択を示すメッセー
ジを支払サービスシステム１０８に送信する。その後、支払サービスシステム１０８は、
例えば、自動クリアリングハウス（ＡＣＨ）又はデビットを介して、ウェイターにチップ
を直接プッシュする。
【００５３】
　図９は、モバイルデバイス１０２、マーチャントＰＯＳシステム１０４、支払サービス
システム１０８、アクワイアラシステム１１４、カード支払ネットワーク１１６又はイシ
ュアシステム１１８のような上述のデバイスのいずれかを表し得る処理デバイス９００の
例を示すハイレベルブロック図である。上述したように、これらのシステムのいずれも、
図９に示すように、２つ以上の処理デバイスを含むことができ、それらの処理デバイスは
、１つのネットワーク又は複数のネットワークを介して互いに結合されていてもよい。
【００５４】
　図示の実施形態では、処理システム９００は、１つ以上のプロセッサ９１０、メモリ９
１１、通信デバイス９１２及び１つ以上のインプット／アウトプット（Ｉ／Ｏ）デバイス
９１３を含んでおり、これらは全てインターコネクト９１４を通じて互いに結合されてい
る。インターコネクト９１４は、導電性トレース、バス、ポイントツーポイント接続、コ
ントローラ、アダプタ、及び／又は他の従来の接続デバイスの１つ以上であってもよく、
それらの１つ以上を含んでいてもよい。プロセッサ９１０は、例えば、汎用プログラマブ
ルマイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、プ
ログラマブルゲートアレイ等の１つ以上、又はそのようなデバイスの組合せであってもよ
く、それらの１つ以上又はそのようなデバイスの組合せを含んでいてもよい。プロセッサ
９１０は、処理デバイス９００の全体の動作を制御する。メモリ９１１は、１つ以上の物
理ストレージデバイスであってもよく、１つ以上の物理ストレージデバイスを含んでいて
もよい。該物理ストレージデバイスは、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読み出し専
用メモリ（ＲＯＭ）（消去可能及びプログラム可能である）、フラッシュメモリ、小型ハ
ードディスクドライブ又は他の適切なタイプのストレージデバイスの形態であってもよく
、そのようなデバイスの組合せであってもよい。メモリ９１１は、プロセッサ９１０を上
述の該技術に従う動作を実行するように構成するデータ及び命令を格納していてもよい。
通信デバイス９１２は、例えば、イーサネットアダプタ、ケーブルモデム、無線ＬＡＮア
ダプタ、セルラートランシーバ、ブルートゥーストランシーバ等、又はそれらの組み合わ
せであってもよく、それらを含んでいてもよい。処理デバイス９００の特定の性質及び目
的に応じて、Ｉ／Ｏデバイス９１３は、ディスプレイ（タッチスクリーンディスプレイで
あってもよい）、オーディオスピーカ、キーボード、マウス又は他のポインティングデバ
イス、マイク、カメラ等のようなデバイスを含み得る。
【００５５】
　物理的な可能性に反しない限り、（ｉ）上記の方法／ステップは、任意の順序で、及び
／又は任意の組み合わせで実行されてもよいこと、及び（ｉｉ）の各実施形態の構成要素
は、任意の方法で組み合わせてもよいことが想定される。
【００５６】
　上記にて提示された本技術は、ソフトウェア及び／又はファームウェアによってプログ
ラムされた／構成されたプログラマブル回路により、又は完全に専用回路により、又はそ
のような形態の組み合わせにより、実装され得る。このような専用回路（もしあれば）は
、例えば、１つ以上の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、プログラマブルロジックデバ
イス（ＰＬＤ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）等の形態であり得
る。
【００５７】
　本明細書で提示される本技術を実施するためのソフトウェア又はファームウェアは、機
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械可読記憶媒体に格納されてもよく、１つ以上の汎用又は専用のプログラム可能なマイク
ロプロセッサによって実行されてもよい。本明細書で使用される用語としての「機械可読
媒体」は、機械によってアクセス可能な形態で情報を格納し得る任意の機構を含む（該機
械は、例えば、コンピュータ、ネットワークデバイス、携帯電話、パーソナルデジタルア
シスタント（ＰＤＡ）、製造ツール、１つ以上のプロセッサを有する任意のデバイス等で
あってもよい）。例えば、機械がアクセス可能な媒体は、記録可能／記録不可能な媒体（
例えば、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）；磁気ディ
スク記憶媒体；光記憶媒体；フラッシュメモリデバイス等）などを含んでいる。
【００５８】
　なお、上述の実施形態の任意かつ全てのものは、互いに組み合わせられ得ることに留意
されたい。ただし、上記にて別段の記載がある場合や、任意のそのような実施形態が機能
及び／又は構造において相互に排他的である可能性がある場合には、この限りではない。
【００５９】
　本発明は、特定の例示的な実施形態を参照して記載されているが、本発明は記載の実施
形態に限定されず、添付の特許請求の範囲の趣旨及び範囲内で修正及び変更して実施され
得ることが認識されるであろう。したがって、本明細書及び図面は、限定的な意味ではな
く、例示的な意味において考慮されるべきである。
【００６０】
例
　したがって、要約すると、上述の開示は以下の例を含む。
１．販売時点（ＰＯＳ）システムにおいて、前記ＰＯＳシステムのユーザインタフェース
を介して入力されたユーザインプットを検出するステップであって、前記ユーザインプッ
トが、消費者を指定して、前記消費者に関与する支払取引を開始する意向を示しているス
テップと、
　前記ユーザインプットに応答して、前記支払取引に関係して生じる実際のカード読取イ
ベントなしに、カード読取イベントに関連する物理カードリーダの出力をエミュレートす
るデータを前記ＰＯＳシステムにおけるＰＯＳモジュールへと出力することにより、前記
ＰＯＳシステムにおける前記支払取引を開始するステップと、
　前記取引が支払処理エンティティに承認された後に、前記ＰＯＳモジュールによって生
成されたレシートプリンタを作動させるための印刷信号を遮断することにより、前記取引
についての印刷されたレシートが生成されることを防止するステップであって、前記印刷
信号がレシートデータを含んでいるステップと、
　前記印刷信号に応答して、前記消費者のモバイルデバイスへと第２メッセージが送信さ
れるようにするために第１メッセージを前記ＰＯＳシステムから送信するステップであっ
て、前記第２メッセージは、前記モバイルデバイスが前記支払取引についての仮想レシー
トを前記消費者へと出力することを可能にするためのものであるステップと
を含んでいる方法。
２．前記物理カードリーダの出力をエミュレートするデータを出力することが、前記ＰＯ
Ｓモジュールへのカードリーダの出力を前記カードリーダのプロトコル中にてエミュレー
トするデータを送信することを含んでいる、例１に記載の方法。
３．前記物理カードリーダの出力をエミュレートするデータを出力することが、カードリ
ーダのアプリケーションプログラミングインタフェース（ＡＰＩ）を呼び出すことを含ん
でいる、例１に記載の方法。
４．前記消費者のモバイルデバイスへと前記第２メッセージが送信されるようにすること
が、リモートエンティティに前記第２メッセージを前記消費者の前記モバイルデバイスへ
と送信させるように、前記第１メッセージをネットワークを介して前記リモートエンティ
ティに送信することを含んでいる、例１に記載の方法。
５．前記第２メッセージが、前記仮想レシートを表すデータを包含している、例１に記載
の方法。
６．前記物理カードリーダの出力をエミュレートするデータを出力することが、前記消費
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者の支払カードの支払アカウント識別子を前記ＰＯＳモジュールに提供することを含んで
いる、例１に記載の方法。
７．前記物理カードリーダの出力をエミュレートするデータを出力することが、前記消費
者に関与する前記支払取引にのみ使用するためのワンタイム使用のアカウント識別子を前
記ＰＯＳモジュールに提供することを含んでおり、前記ワンタイム使用のアカウント識別
子は、前記消費者の支払カードのアカウント識別子ではないが、前記ＰＯＳモジュールに
より識別可能なアカウント識別子フォーマットにおけるものである、例１に記載の方法。
８．前記レシートデータの意味的要素を識別するために前記印刷信号中の前記レシートデ
ータを解析するステップをさらに含んでいる、例１に記載の方法。
９．処理システムにて、ある人に関連する取引を開始する意向を示しているユーザインプ
ットを検出するステップと、
　前記ユーザインプットに応答して、前記人に関連するカードの読み取りを前記取引のた
めに生じる実際のカード読取イベントなしにエミュレートすることにより、取引を開始す
るステップと
を含んでいる方法。
１０．前記取引が金融取引である、例９に記載の方法。
１１．前記取引が支払取引である、例１０に記載の方法。
１２．前記エミュレートすることが、アプリケーションへの物理カードリーダの出力を前
記物理カードリーダのプロトコル中にてエミュレートするデータを送信することを含んで
いる、例９に記載の方法。
１３．前記取引が承認されたことを示す信号を検出するステップと、
　前記信号に応答して、前記取引の印刷された記録の生成を防止して、前記人のモバイル
デバイスが前記取引の仮想記録を前記人へと出力することを可能にするように前記モバイ
ルデバイスへとメッセージが送信されるようにするステップと
をさらに含んでいる、例９に記載の方法。
１４．前記取引の印刷された記録の生成を防止することが、プリンタを作動させるための
印刷信号を遮断することを含んでおり、前記印刷信号が、前記プリンタにより印刷される
前記取引の記録を可能にするためのデータを含んでいる、例１３に記載の方法。
１５．消費者に関与する金融取引を開始する意向を示しているユーザインプットを検出し
、前記ユーザインプットに応答して、前記支払取引のために生じる実際のカード読取イベ
ントなしに、前記支払取引のためのカード読取イベントをエミュレートするデータを出力
することによって前記金融取引を開始する、カードリーダエミュレータと、
　印刷信号が前記支払取引に関係するプリンタへと通信されることを防止することによっ
て前記金融取引についての印刷されたレシートの生成を防止し、前記消費者のモバイルデ
バイスが前記金融取引についての仮想レシートを出力することを可能にするように前記消
費者のモバイルデバイスへとメッセージが送信されるようにする、レシートマネージャと
を含んでいる、装置。
１６．前記カードリーダエミュレータが、カードリーダのアプリケーションプログラミン
グインタフェース（ＡＰＩ）を呼び出すことによって前記物理カードリーダの出力をエミ
ュレートするように構成されている、例１５に記載の装置。
１７．前記レシートマネージャが、前記レシートデータの意味的要素を識別するために前
記印刷信号中の前記レシートデータを解析するように構成されている、例１５に記載の装
置。
１８．プロセッサと、
　前記プロセッサに結合され、前記プロセッサにより実行可能なＰＯＳモジュールを格納
しているメモリであって、前記ＰＯＳモジュールが、支払取引を処理するように構成され
ていると共に、物理カードリーダからのカード読取イベントより生じたカードデータを受
信すること及び前記カード読取イベントに応答して前記カードデータがネットワーク越し
にリモート認可エンティティへと送信されるようにすることを含んでいる、メモリと、
　前記消費者を指定するユーザインプットを受信するために前記プロセッサに結合された
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ユーザインプットデバイスであって、前記ユーザインプットが前記消費者に関与する支払
取引を開始する意向を示している、ユーザインプットデバイスと、
　前記ユーザインプットを検出するように、及び、前記ユーザインプットに応答して、前
記支払取引のために生じる実際のカード読取イベントなしに支払取引のためのカード読取
イベントデータを前記ＰＯＳモジュールに出力することによって前記物理カードリーダを
エミュレートするように構成された、カード読取エミュレータ（ＣＲＥ）モジュールと
を含んでいる、販売時点（ＰＯＳ）システム。
１９．前記ＣＲＥモジュールが、さらに、印刷信号が前記支払取引に関係するプリンタへ
と通信されることを防止することによって前記支払取引についての印刷されたレシートが
生成されることを防止するように構成されていると共に、前記消費者のモバイルデバイス
へと第２メッセージが送信されるようにするために第１メッセージを前記ＰＯＳシステム
から送信するように構成されており、前記第２メッセージは、前記モバイルデバイスが前
記支払取引についての仮想レシートを前記消費者へと出力することを可能にするためのも
のである、例１８に記載のＰＯＳシステム。
２０．前記ＣＲＥモジュールが、リモートエンティティに前記第２メッセージを前記消費
者の前記モバイルデバイスへと送信させるように、前記第１メッセージをネットワークを
介して前記リモートエンティティに送信することにより、前記消費者のモバイルデバイス
へと前記第２メッセージが送信されるようにするように構成されており、前記第２メッセ
ージが、前記仮想レシートを表すデータを包含している、例１９に記載のＰＯＳシステム
。
２１．前記ＣＲＥモジュールが、カードリーダのアプリケーションプログラミングインタ
フェース（ＡＰＩ）を呼び出すことにより、物理カードリーダの出力をエミュレートする
ように構成されている、例１８に記載のＰＯＳシステム。
２２．前記ＣＲＥモジュールが、前記消費者に関与する前記支払取引にのみ使用するため
のワンタイム使用のアカウント識別子を前記ＰＯＳモジュールに提供することにより、前
記物理カードリーダの出力をエミュレートするように構成されており、前記ワンタイム使
用のアカウント識別子は、前記消費者の支払カードのアカウント識別子ではないが、前記
ＰＯＳモジュールにより識別可能なアカウント識別子フォーマットにおけるものである、
例１８に記載のＰＯＳシステム。
２３．前記ＣＲＥモジュールが、さらに、前記レシートデータの意味的要素を識別するた
めに前記印刷信号中の前記レシートデータを解析するように構成されている、例１８に記
載のＰＯＳシステム。
２４．前記ＣＲＥモジュールが、前記ＰＯＳモジュールのコンポーネントである、例１８
に記載のＰＯＳシステム。
２５．前記ＣＲＥモジュールが、前記ＰＯＳモジュールから論理的に分離されている、例
１８に記載のＰＯＳシステム。
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